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障害のある子どもたちは、医学の進歩や保護者の関心の高まり等

から、発見されることが多くなりました。この中でも、知的な遅

れがなく気づかれにくい子どもたちが、各学級に５～１０％の割合でいるの

ではないかともいわれています。

例えば「読み・書き・計算が苦手」「多動で落ち着かない・集中が

困難」「人とのかかわりが苦手」「運動が苦手・手先が不器用」等と

いった課題があり、学校生活に支障が出ることも少なくありません。

を要するこの子たちは、ともすると、やる気がない、親の躾が悪

いと誤解され、周りから理解や配慮をされずに、傷付きやすい状

況に置かれがちです。周りに認められないことにより、自尊心が傷付き、「自

分は何をやってもうまくいかない」「役に立たない」と自己評価が

低下し、不登校や問題行動につながってしまうことがあります。障

害が直接的な原因でなく、周囲の環境の影響によって起こるこうし

た問題を「二次障害」とよんでいます。

努力だけでは乗り越えられない課題をもつ子どもたちには、周りの者（教

師、友達、保護者等）の理解と一人ひとりの特性に合わせた支援が必要にな

ります。「失敗することもあるけれど、よいところもたくさんある」と、長所

を認めて伸ばしていきましょう。「あたりまえ」と思われることでも実は大き

くつまずいていることがあります。「よい見本を具体的に」教えましょう。

では、「秘密を守り、安全を確保する」ことを基本に、「子どもさ

んや保護者に十分に話を聞き、ともによりよい学校生活を考えて

いく」ようにしております。一人のことをみんなで考えることで、励まし合

い成長し合う学級・学年・学校づくりができ、全体の向上につながります。

ご心配なことは、担任、あるいは、特別支援教育コーディ

ネーター（浅井かよ子）、養護教諭（山﨑カヨ子）、教頭（宮

坂 正）にお気軽にご相談ください。

＊ 本年度も子育てを支援する「続々キラリ輝くこの子の

ために」を連載します。ご愛読ください。

発達

配慮

学校

キラリ輝くこの子のために(１)続々

発達障害とは：「高機能自閉症」「アスペルガー障害」「注意欠陥／多動性障害（ＡＤＨＤ）」「学

習障害（ＬＤ）」等が含まれます。生まれつきの脳の機能のアンバランスで、さまざまな能力

の発達に偏りがあり、従来の「知的障害」という枠だけでは支援の対象となりにくい障害です。


